
 

 

かけのまち子議員 

新ごみ処理施設の入札中断について 

◎ 入札再開と公正な入札のためには、売買仮契約が白紙(保

留)になっている建設業者所有の３筆を、組合が無条件で

取得することを最優先にするべきである。 

保留の仮契約は組合議会の議決で正式契約となる。議会へ

契約議案を提出すれば済む問題ではないのか。また、土地

収用という手法はとらないのか。 

答弁：今後の交渉の進み方によっては用地取得が困難になることも

あります。入札参加要件を拡大するのならば仮契約を白紙にする

と業者が申し出たため、契約議案の提出を見送ったとのことです。

土地収用の方法もありますが、実際に可能かどうかは不明です。 

◎ 入札妨害の真相を徹底究明し、３処理方式の各プラントメ
ーカーの中から安全性や安定稼働、環境面、価格面も含め
て総合的に厳正に審査し、最も優れた提案を選定できるよ
う、複数プラントメーカーの応札を保障した上での入札再

開でなければならないが、組合はどう対応するのか。 
答弁：組合では現在、入札参加に関する要件の 

見直しが必要か検討しているとのことです。 

◎ その他の質問 
・事業スクラップについて 

・自衛隊員募集に関するデータの提供について 
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みわ 陽子議員  

新型コロナの検査、医療体制の強化を 

増加している感染者の療養施設を尾北地 

区に早急に確保することや介護施設の職員 

などに定期的な検査をするよう要望しまし 

たが、施設やスタッフの確保ができず困難との答弁でした。 

外国の方への対応について 

仕事がなくなった方の減免申請などについての窓口支援

や保育園や学校の保護者支援について質しました。窓口では

通訳の方や翻訳機をつかっての対応、保護者支援は国際交流

協会の方の支援ですすめているとの答弁でした。 

学供、公民館の夜間利用について 

コロナ対策として消毒作業の確認で 9 時半まで誰か残っ

て管理者を待たなければならない不便さの解消を要求しま

した。感染状況をみて、利用者の安全確保しながら、現場の

立ち合いの省略なども考えていくとの答弁でした。 

◎ その他の質問 

・子ども、教職員に安全の環境を  ・病児保育、休日保育

について ・布袋駅東複合公共施設の設計、運営について 

・新ごみ処理施設の環境問題について 
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新ごみ処理施設の公平・公正で 
透明性のある入札を求める申し入れ 

11 月 26 日、江南・犬山・扶桑・大口の日本共産党議員団

で、新ごみ処理施設の公平・公正で透明性のある入札を求め

る申し入れを、尾張北部環境組合管理者である、澤田江南市

長に提出しました。（全文は党議員団 HP 参照） 

入札妨害を絶対に許さず、真相を徹底究明し、公平・公正

で透明性ある入札を断固追求するよう求めました。 

なお、次の尾張北部環境組合の全員協議会は、12 月 23 日

(水)16 時から開催されます。（江南市役所内の会議室です） 

コロナ禍で収入減の方へ、国保税減免 
9月末で2,577万円 (のべ２２９世帯) 

コロナ禍で年収が前年より3 割以上減る見込みの世帯に、全額国が

補てんして国保税を大幅に減免する制度ができています。党議員団は

周知徹底し活用を図るよう求めてきましたが、9 月末までに2577 万

円が減免されたことがわかりました。新たな滞納者に納税相談を通し

て周知し、減免漏れのないよう丁寧な対応を求めました。 

 

避難所・武道館のエアコン整備へ予算 
武道館にエアコンを整備する工事費等 6,998 万円が 12 月補正予

算に盛り込まれました。有利な起債（借金）が主な財源です。 

１２月定例会
が開会中 

 12 月議会の他会派議員

の一般質問で、老朽化が著

しい老人福祉センターを

建て替える件について「早

急に整備案を取りまとめ

提示する」と答弁がありま

した。 

築45 年の老人福祉センター・中央コミュニティセンターは、施設全

体の老朽化に加え、特に入浴施設や空調設備の傷みがひどく、公共施設

再配置計画では2020 年度末までに更新(複合化)を検討することにな

っており、党議員団も繰り返し建て替えを急ぐよう求めてきました。 

 
 区が管理の学供、3年以内に無償譲渡へ 
12 月定例会に、区が指定管理者となっている9 か所の市立学習等

供用施設の指定期間を2023 年度末までとする議案が提案されてい

ます。30 年ほど前に防衛庁（当時）の補助金を活用し、学習等供用

施設●●会館があいついで建設され、地元区が管理運営し事実上、区

公会堂として利用されてきました。火災保険料は市が負担。その他の

施設修繕費や光熱水費は地元区負担となっています。 

市は公共施設再配置計画で、これら●●会館を地元区に無償譲渡す

る方針を掲げ、今後3 年の間に各区の了承を取り付けて無償譲渡した

い考えです。なお、曽本会館は今年度内に譲渡される予定です。 
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